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☆作業日あれこれ
6月の定例

作業日は、前
日に梅雨入り
し、それらし
い雨の降る中
でのｽﾀｰﾄとな
りました。や
はり天気が悪
いと参加者も
少なく、今日
は何人来るのやらと
空を見上げました
が、どうしょうもないことであります。ちなみ
に最終的には参加者は30人余りだったようで
す。観察会は三平ﾓﾄﾞｷが担当ですが、この天候
のために作業小屋の前で特定外来生物に指定さ
れている植物について解説を始めました。特定
外来生物に指定されると、飼育・栽培、保管・
運搬、野外に放ったり植えたりすることが禁止
され、違反した場合、個人なら300万円以下、
法人なら1億円以下の罰金が科されるとのこと
であります！魚類では、特定外来生物にﾌﾞﾙｰｷﾞ
ﾙ、ｵｵｸﾁﾊﾞｽ、ｺｸﾁﾊﾞｽが指定されており、解説に
よれば、釣ってその場所に放すことはよい(滋

、賀県では県条例でｷｬｯﾁ･ｱﾝﾄﾞ･ﾘﾘｰｽは禁止！)が
持ち帰れば運搬にあたり、罰金の対象になるの
だとか。釣り大会で大物を判定するために持ち
寄って大きさを測ることは運搬にあたり禁止行
為だそうです。さて、彼がこの法律を出してき
たのは、今年、愛知川の河原に目立つ黄色い花
であり、特定外来種に指定されているｵｵｷﾝｹｲｷﾞ
ｸを話題にするためなのですが、これについて
は昨年の河辺林通信7月号で今後拡大するだろ
うと書いた悪い予想が的中したのです。今年こ
の森付近の河原がこの花で埋め尽くされ、見事
に黄色い絨毯状態でした。この地域で拡大した
原因は、新設道路の法面緑化をするために散布
した混合種子の中に含まれていたためではない
かとも書いていますが、この黄色い花、ｵｵｷﾝｹｲ
ｷﾞｸは丈夫なので畦道などの緑化植物として奨
励された時代もあり、ﾊﾞｽなどとは異なり公が
野に放った責任がありそうです。愛知川の河道
一面を占める植物はこの30年間、ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺ、ｶ
ﾜﾗﾊﾊｺ、ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸと安定することなく推移して
きましたが、ｸﾏの考えではこいつだけはしばら
く安定しそうな気がします。ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺやｶﾜﾗﾊﾊ

ベンチのリニューアル

ｺは、洪水によるﾀﾞﾑの大放水で流されてしまい
その栄華は一時のこととなりましたが、ｵｵｷﾝｹｲ
ｷﾞｸは河道だけでなくその原因となったと考え
られる堤防や接する道路の法面にも生えてお
り、河の中の種子
が洪水で流されて
もしばらくすれば
河の外から種子が
再び供給されると
考えるからです。
そうだとすると大
洪水が発生した次
の年から河道よりはか
なり少ない堤防周辺の
ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸを種子が熟すまでに徹底的に退治す
れば根絶が計れるかも知れません。今年の群落
の規模から言えば少々の労力では駆除できない
と判断したので、こうした提案を記事にしてお
きます。外来生物、指定されていなくてもその
環境になかった生物を持ち込むことは要注意で
す。

雨ですがもちろん野外作業もしました。まず
ﾁﾋﾞｯ子も動員して水辺ではｱｵﾐﾄﾞﾛ、ｺｶﾅﾀﾞﾓの除
去です。網ですくって陸にあげるわけですが、
小さな池なのにいくらやっても減らなかったと
か。小屋の前のテントの中では、ｷｬﾝﾌﾟなどで
使用する焚き付けを鉈を使って作っていまし
た 「みどりのつどい」の時には間に合わなか。
ったﾊﾁｸの筍は、今年は比較的豊作で、間引い
た筍をお昼のために確保し、下流の水辺の周り
では細竹刈りも実施しました。筍班はその後、
大先生の指導で実山椒摘みとその下準備、お昼
の食材としました。

お昼はﾊﾁｸの筍のﾁﾝｼﾞｬｵﾛｰｽ、蒸し焼き、筍御
、 、飯など 筍がﾒｲﾝでおいしくいただきましたが

この日、新人には青森からやって来たﾈｲﾁｬｰ･ﾌｫ
ﾄｸﾞﾗﾌｧｰがおり、彼の撮った写真やﾌｸﾛｳの写真
集を見ながら大いに盛り上がってしまい、午後
も作業を続ける班があるというのに、ｸﾏは気が
ついたのは送られて家に着いた時でありまし
た。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの森の歳時記にはその様子がきっ
ちりとｱｯﾌﾟされております。耳元には吉幾三そ
のままの彼の言葉が今も焼き付いております
が、ﾄﾗ御用達ﾃｰﾌﾞﾙの面々は、誠に失礼ではあ
りますが、彼を「戦場に行かなかった売れない
写真家」と呼ぶことにしたような気がしており
ます。またの参加をお待ちしています！

竹の根っこ調査中！

7月の作業日は
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梅雨の中休み、爽やかな日となった第4水曜
日は21人で作業を実施しました。本日は水曜日
には珍しく3種類の作業を実施。ひとつは6月の
「木ままｸﾗﾌﾞ」からｽﾀｰﾄした、くさはら広場の
ﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁの改修作業です。これには木まま

。の常連さんを中心にﾍﾞﾃﾗﾝ組が取りかかります
二つ目は今年の冬にｹﾔｷ広場に移植した苗木周
辺の丁寧な手刈り作業、そしてもうひとつはｻｻ
等の機械刈り作業です。しかし3班に分かれる
ほどの人数でもなかったため、機械刈り作業は
中止か？と思われたのですが、今度来る子ども
たちが使用する場所がｻｻに覆われているため、
これは何としても刈らねばということでﾏﾙが一
人で機械刈りをすることになり、予定通り3つ
の作業を実施できました。

ﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ作りは、ﾏﾙ設計事務所からの依
頼を木まま工務店・城棟梁がこなしていくとい
う様相です。材料は永源寺森林組合から購入し
たｽｷﾞの木、直径35cm、長さ150cmの半割ものを
使います。ﾁｪｰﾝｿｰで荒削り、寸法合わせ、穴開
け、塗装など仕事はたくさんあります。ﾃｰﾌﾞﾙ
の基礎などはそのままのものを使っているの
で、どうしても最後は現場合わせになるので、
その都度手直しします。また、基礎自体が腐っ
ているときもあり、想定外の仕事が続くことも
あります。

お昼は麻婆茄子にﾗﾀﾄｨﾕ、牛肉入り豆腐汁、
豆のごま和えなど多種多様。重労働の体をいた
わってくれるごちそうでした。

午後から女性班は子どもたちの工作材料のた
めの枝の採取、ﾏﾙは引き続き一人でｹﾔｷ広場の
草刈り、そしてﾍﾞﾃﾗﾝ組はﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ作りの続
き。ﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ作りは4時過ぎまで行われ、ﾃｰ
ﾌﾞﾙが4つ完成しました。

☆6月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
6月は2回の活動を行いました。
6 14 10人 くさはら広場のﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ改修/
計画ｽﾀｰﾄです。まずは丸太の仕分け、両端の切

、 、 。断 運搬 皮むきなどでこの日は終了しました
6 21 7人 引き続きﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ改修作業。4/
基改修予定で、本日1基が完成、もう1基も組み
立てれば完了、というところまで出来ました。
7月は5日が活動日です

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
小学4年生のやまのこ事業、東近江のやまの

子ｷｬﾝﾌﾟ研修、モリイコ！、幼稚園や保育園な
どの親子広場や中学生まで、40団体、1,400人
の対応があり、6月も大忙しの毎日でした そん!

、 、な中で 小学4年生のやまのこ事業は6月26日で
一学期の対応は終了。一校台風が接近した日に

来られていたので、すべてのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを行うこ
とができなかったのですが、それ以外は大きな
ｹｶﾞもなく、無事に終わることができてﾎｯとし
ています。

さて、ﾎｯとしていられるのも束の間で、7月
に入ると今度は東近江市のやまの子ｷｬﾝﾌﾟ、そ
して夏休みがせまってきます！夏休みｲﾍﾞﾝﾄの
申し込みが始まったのですが、おかげさまで7
月5日現在で134人の申し込みがあり、抽選を行
うｲﾍﾞﾝﾄが多くなりそうです。毎年行っていた
『夏休みｽﾍﾟｼｬﾙｸｲｽﾞﾗﾘｰ 、今年も行います！し』
かし、今年はとっても暑い日が続く、8月7日～
8月17日までの間は、ｸｲｽﾞﾗﾘｰをお休みし 『夏、
休みｻﾏｰｳｫｰｸ』を行います ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸの時に!
行い、多くの方に楽しんでいただいたｳｫｰｸﾗﾘｰ
の夏ﾊﾞｰｼﾞｮﾝです。森の中は家にいるより暑い
かも知れませんが、子どもたちが楽しんでくれ
るﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをたくさん用意してお待ちしていま

!す！ぜひお越しください

☆モリイコ！の子どもたち
モリイコ！ の第2回目は、森の調査隊といS

うことで、虫ﾒｶﾞﾈやﾒｼﾞｬｰ、ﾉｷﾞｽなど道具を使
い調査を行ったり、竹の根っこはどうなってい
るのか という調査では、実際にみんなで地面?
を掘って確かめたりしました。そして、最後は
今年は出るのが遅かったﾀｹﾉｺを自分たちで採

、 、 、 。り 火をつけ 炭をおこし 焼いて食べました
ﾀｹﾉｺを焼いている時に一緒に笹の葉を焙り、笹
の葉茶も作りました。どちらも子どもたちには
好評でした！

、 『 』。モリイコ！の第2回目は ﾃｰﾏが いきもの
まずは、隊長(ｽﾀｯﾌ)がつかんでおいたいきもの
に触る練習からです。はじめは「絶対触らな
い 」と言っていた子も、周りの子たちが触り!
方を教えてくれたりして、最後は自分で持つこ
とができました。網の振り方の練習も行い、お
昼からは森の中へ20種類のいきものさがしに出
かけました。小さなﾊﾞｯﾀやｷﾁｮｳ、ｶﾀﾂﾑﾘに、子
どもに大人気のｶﾅﾍﾋﾞ、黒くてｷﾗｷﾗした小さな
虫など20種類以上のいきものをつかまえること
ができました。

次の回は一段と夏に近づいているので、子ど
もたちは、また新たな発見をしてくれるのでは
ないでしょうか。

☆7月の作業は…
暑さ真っ盛りですが草刈りすべきところがた

くさんあります。午後からは恒例、遊林会活動
開始記念で作業はお休みです。

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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